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9月定例市議会

応援ああず

f大洲市個人情報保護条例j、
個人の権利や
利益の保護を呂的とした

f大洲市男女共同参画推進条例jを

制定しました。

男女が対等に参画し、
共に責任を握う

大
洲
市
議
会
9
月
定
例
会
は

9
月
7
日
か
ら
白
日
ま
で
の
市
日
間

で
聞
か
れ
ま
し
た
。
予
算
関
係
6
件
、
条
例
関
係
3
件
、
人
事
案
件
1
件
、

そ
の
他
6
件
の
計
市
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
陳
情

3
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
要
旨
説
明

地
域
の
経
営
主
体
と
し
て
の
責
務

三
位

一
体
改
革
の
改
革
や
長
引
く

不
況
の
影
響
で
厳
し
い
財
政
運
営
が

余
儀
な
く
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

自
己
決
定
、
自
己
責
任
を
基
本
に
、

次
代
の
変
化
や
市
民
の

ニ
l
ズ
を
的

確
に
と
ら
え
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
資

源
を
十
分
に
生
か
し
、
最
大
の
効
果

が
得
ら
れ
る
施
策
を
選
択
し
、
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
健
全

財
政
の
確
立
と
行
財
政
改
革
を
継
続

し
て
進
め
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
は

市
民
の
暮
ら
し
を
最
優
先
に
考
え
、

各
界
各
層
の
皆
さ
ん
の
幅
広
い
意
見

を
真
撃
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

地
域

産
業
の
振
興
を
は
じ
め
市
町
村
合
併

や
市
民
生
活
と
直
結
し
た
環
境
改
善

の
取
組
み
を
推
進
す
る
な
ど
、
よ
り

安
全
で
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

快
適
で
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
織

e
つ
く

り
・
魅
力
あ
る
地
域
。つ
く
り

地
域
の
人
た
ち
が
お
互
い
に
理
解

し
合
い
、
連
帯
感
の
あ
る
地
域
を
つ

く
る
た
め
、
拠
点
と
な
る

コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
菅
田
・

富
士
集
会
所
を
整
備

し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
自
治
体
が
知
恵
を

し
ぼ
り
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
な
か
で
、
地
域
聞
の
競
争
も
激

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
競
争
に

勝
ち
抜
く
た
め
に
も
日
々
進
化
す
る

情
報
化
社
会
に
対
応
し
、

地
域
の
良

さ
や
特
色
を
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
町
村

合
併
に
あ
わ
せ
た
新
市
の
ホ

l
ム
ペ

ー
ジ
を
作
成
し
、
新
大
洲
市
の
魅
力

や
特
色
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
を
通
じ
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
情
報

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

一
四次

代
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成

児
童
手
当
は
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
に
寄
与
し
、
就
学
前
児
童
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
支

給
し
て
い
ま
し
た
が
、
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
支
給
対
象
児
童
が
「
就
学

前
児
童
ま
で
」
か
ら
「
小
学
校
3
年

生
ま
で
」
に
拡
大
し
ま
し
た
。

こ
の

支
給
対
象
拡
大
に
伴
い
、
必
要
な
予

算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洲
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
は
計
画
期
間
を

5
か
年
と
し
、

3
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す。

こ
の
見
直
し
が
平
成
口
年
度
に

0児童手当法改正により、支給対象年齢が小学校 3年生終

了時までに拡大します。 6，083万円

。高齢者保健福祉計画策定のためのアンケー卜を実施します。

250万円

0大洲城から発掘した出土遺物の整理を委託します。

493万円

0大洲城天守閣への誘導業務の委託を追加します。

25万円

2 

1，407万円

Oコミュニティ集会所を新築します。(冨土地区)

出土した遺物の復元・

写真撮影などをします



2∞411月号E寝おおず

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
計
画
策
定

に
必
要
な
資
料
を
得
る
た
め
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
必
要
な
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

な
お
、
合
併
予
定
の

3
町
村
に
お

い
て
も
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
新
市
に
お
い
て
円
滑
に
計
画

策
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

農
林
業
の
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
経

営
体
を
育
成
す
る
た
め
に
支
援

生
産
性
・
品
質
の
向
上
、
省
力
化

に
よ
る
魅
力
あ
る
農
業
経
営
を
確
立

し
、
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
め
る

環
境
守
つ
く
り
を
図
る
た
め
、
イ
チ
ゴ

の
高
設
栽
培
シ
ス
テ
ム
な
ど
高
品
質

生
産
技
術
の
導
入
に
対
し
て
支
援
し

ま
す
。
広
葉
樹
の
導
入
や
間
伐
材
な

ど
の
促
進
を
図
り
、
水
源
梱
養
機
能

を
増
進
す
る
質
の
高
い
森
林
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

9月定例市議会

地
場
消
防
体
制
の
整
備
充
実

消
防
水
利
の
不
便
な
地
域
解
消
の

た
め
、
地
域
に
お
け
る
防
火
水
槽
の

整
備
に
対
し
支
援
す
る
こ
と
に
し
、

2
基
分
の
予
算
措
置
を
し
ま
し
た
。

警
鐘
台
を
解
体
撤
去
す
る
と
と
も

に
、
火
災
な
ど
で
使
用
し
た
ホ

l
ス

を
吊
り
下
げ
て
乾
燥
す
る
た
め
の
ホ

ー
ス
乾
燥
塔
1
基
を
設
置
し
ま
す
。

今
回
、
「
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安
全

で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
よ
り
、
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ

な
ど
を
配
備
し
、
女
性
消
防
隊
の
活

性
化
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
啓
発
活

動
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

災
害
復
旧
の
予
算
措
置

台
風
刊
号
、
台
風
日
号
、
台
風
日

号
な
ど
で
被
害
の
あ
っ
た
被
災
者
や
公

共
土
木
施
設
に
対
し
て
予
算
措
置
を
行

い
、
早
期
の
復
興
を
目
指
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計
補
正
予
算
の
補
正
額
は

5
億

l
，

0
3
4
万
円
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
本
年
度
の
予
算
総
額

は
、

1
7
0億
8
，
9
4
7
万

4
千

円
と
な
り
ま
す
。

人

案

事

件

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

同
意
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
(
敬
称
略
)

教
育
委
員
会
委
員

坂
本
雅
敏
(
新
谷
)
新
任

河
野
瑞
雄
(
春
賀
)
再
任

2，648万円0県工事の道路整備にかかる負担金を追加します。1，875万円O先進的野菜栽培技術導入などを支援します。

0県営中山間地域の農地防火対策を支援します。

968万円

847万円

0台風10号、台風16号、台風18号の被災者の支援や

公共土木施設などを復旧します。

3億 3，630万円

復旧します

O水源の森林づく り事業を補助します。

0女性消防隊による災害に強い地域づくりを推進します。

100万円

340万円

020立方メー トル級の防火水槽を設置します。

土井(平野)・打越(上須戒)

3 



応彊おおず 2∞411月号

大洲市職員給与・定員管理等の状況

麿需電ヨ

市民の皆さんに大洲市職員の給与・ 定員管理等の実態を正しく理解していただくため、

平成 16年4月 l日現在における大洲市職員の給与 ・定員管理等の状況を次のとおりお

知らせします。

(5)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (1)人件費の状況(普通会計決算)
(平成16年4月1日現在)

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数22年

大学卒 257，600円 304，800円 381，280円

般行政職
主田主H六x弓支'rニ 200，700円 262，300円 329，500円

高校卒

技能労務職

中学卒 200，700円 255，400円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採

用後の年数です。

(6)一般行政職の級別職員数の状況 (平成16年4月1日現在)

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 E十

標職務準的内容な
主事

下主級事 上主級事 主査 係長
専門

課補長佐 課長 部長4南 員
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

職員 数 5 37 9 12 63 25 51 28 81 238 

% % % % % % % % % % 

構成 比 2.1 15.5 3.8 5.0 26.5 10.5 21.4 11.8 3.4 100 

1年成前の
% % % % % % % % % % 

衆y 構 比 1.7 18.8 3.8 5.9 26.3 7.9 20.5 12.6 2.5 100 

% % % % % % % % % % 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2)職員給与費の状況(普通会計予算)

与 費

区分 職員数
A 

給 キヰ 職員手当 期勤勉手末当 計 B

t年目395人 14億1，943万円 3億2，050万円 5億7，∞7万円 23億1，0∞万円

(注) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3)職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況 (平成16年4月l日現在)

it(Bl苧/A量) 

585万円

考 5年成前の
構 比 5.1 23.3 5.4 8.4 23.3 12.1 11.2 9.1 2.1 100 一 般行政職 技能労務職

(注) 1 大洲市の給与条件に基づく給料表の級区分による職員数です。

2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区分

平給料月均額 平給与月均額 平均年齢 平給料月均額 給平与月均額 平均年齢

大洲市 316，740円 359刈1円 39.10歳 275，654円 291，856円 44.7歳

(7)昇給期間短縮の状況
国 327，555円 40.2歳 272，637円 47.9歳

内訳

区 分 合 計

行政職般 技労務職能

1裁 員 数 A 605人 237人 49人
(4)職員の初任給の状況 (平成16年4月l日現在)

平成 普短通縮昇給期間(12~ 24月数) を 0人 0人 0人14年度 して昇給し た職員 B 

大 ;!'i'! 市 国

区 分

比 率 s/ A 0.0% 0.0% 0.0% 
初任給 経採過用日給2料年額 初任給 経採過用日給2料年額

職 員 数 A 603人 239人 49人 一 般 大学卒 170，700円 184，400円 170，700円 184，400円

平成 普短通縮昇給期間 (12~ 24月数) を 0人 0人 0人15年度 して昇給し た職員 B 行政職 主田主~士fプλ之一ズ「ラ仁 138，800円 148，500円 138，800円 148，500円

比 率 s/ A 0.0% 0.0% 0.0% (注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

4 
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応援ああず 2∞411月号

大洲市職員給与・定員管理等の状況

時間外勤務手当

年度 支給総額 職員 1人当たり支給年額

平成14年度 9，244万円 153，000円

平成15年度 8，890万円 148，000円

区分 内
R廿与、 国の制度 国の制度と

との異同 異なる内容

配偶者13，500円、扶 養 親族 2人目

ま で 6，000円、 その他 5，000円、

配偶 者のない職員の扶養親族 1

扶養
人 目 11，000円、扶養親族でない 同

手当

配偶者を有する職員の扶養親族 1

人 目6，500円。 定の年齢の扶養

親族 1人につき 5，000円を加算。

借家居住者・・・家賃と 12，∞o円の差
持家居 住者
につい て、

住居 額が 11，000円に達するまでその差額
異 年間圃(取が〉数得に2に1後田対か5Dし年か円

手当 を支給(支給限度額 27，0∞円)

持家居住者ーー 3，500円 わら支ず給3，500 
円を

通勤距離片道 2km以上 交通者用具利
用 につ い

通勤 交通機関利用 ー・運賃相当額
異 ては、 率国式の

手当 交通用具利用ー ー運賃相当額の 定額方 方に l

約65%
対し定
式を採用

(10)部門別職員数の状況と主な増減理由
(平成16年4月1日現在)

~ 
職 員 数

対前年数 主な増減理由
平成15年度平成16年度 増減

議会 5 5 

総 務 56 57 1 闘えひめ地域政策研究センタヘ研修派遣

税務 19 18 ム1 事務の統廃合

荷量 民 生 151 153 2 基幹型在宅介護支援センタ一新設

行 衛生 18 17 ム1 欠員不補充

政 労 働 。 。
音日 農水 26 26 

門 商 工 10 9 ム1 事務の統廃合

土木 40 41 ;台*関係業務部門換 業務の統廃合

小計 325 326 

特別政部 教 育 69 68 ム1 退職職員不補充

行門 小 計 69 68 ム1

病院 179 175 ム4 看護師の欠員不補充

公事等会門

水 道 10 10 

下水道 6 6 

その他 15 15 

小計 210 206 ム4

4E込コ E十 604 600 ム4

(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休

職者 ・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

(8)特別職の報酬等の状況 (平成16年4月l日現在)

区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

市長 942，000円

助役 731，000円
(平成15年度支給割合)

収入役 640，000円
6月 1.60月分

議長 471，000円
12月 1.70月分

副議長 383，000円
計 3.30月分

議員 351，000円

(9)職員手当の状況

区 分 大洲市 国

平成 15年度支給割合 平成15年度支給割合

期末手当 勤勉手当 期末手当勤勉手当

期末手当 1.40月 0.70月 6月期 1.40月 0.70月

勤勉手当 1.60月 0.70月 12月期 1.60月 0.70月

計期末手当 3.0月 勤勉手当1.4月分

職制上の階段、職務の級等による加算措置

(支給率) 自己都合 勧奨・定年実

勤続20年 21.0月分 33.705月分 加市| 

勤続25年 33.75月分 43悶 月分里

勤続35年 47.5月分
同

60.99月分じ

退職手当 最高限度額 60.0月分 60.99月分

(平成16年3月31日現在) その他の加算措置 定年前早期退職特別措置 (2覧~20%加算)

推奨退職時特別昇給 2号給

1人当たり 自己都合 勧奨・定年

平均支給額 218万円 2，686万円

(注)退職手当の l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職

員に支給された平均額です。

区 分 全 職 種

職員全体に占める
52.9% 

手当支給職員の割合

支給対平象均職支員給1年人額当たり 355，688円

特殊勤務
手当の種類(手当数) 22 

手 当

(平成15年度)

支給額の多い
研究手当(医療)、知的障害者

(児)施設勤務手当、老人ホ
手当

ム勤務手当、税務職手当代表的

な手当
現場監督手当、税務職手当、知の名称 多くの職員に
的障害者(児)施設勤務手当、

支給されてい
老人ホ叩務手当 夜「る手当
手当



④ 定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の内訳

O一般行政部門 (平成16年4月1日現在)

¥ 区分 計時年 1各 jgh 316年年目
1416年 手法(事由)の概要

j成員 / (減員理由)

5義 増員 / 
ヨ4三』 差引 / (増員理由)

職員数 5 5 5 5 5 

減員 / 3 41 (増員理由)
総 増員 / 3 3 7闘えひめ地域政策研

務 差引 / 2 。 3究センタ一研修派遣

職員数 54 56 56 57 57市町村合併関係業務増

減員 / 21 (減員理由)
税 増員 / 欠員不補充

務 差引 / ム1 ム1 ム2(増員理由)

職員数 20 20 19 18 18 

j成員 / 2 31 C成員理由)
農 増員 / 
7)< 差引 / ム2 ム1 ム3(増員理由)

職員数 29 27 26 26 26 

減員 / (減員理由)
商 増員 / 建設住宅課新設に伴う業務の移宮

工 差引 / ム1 (増員理由)

職員数 10 10 10 9 9 

減員 / (減員理由)
土 増員 / 3 

木 差 引 / 1 31 (増員理由)

職員数 38 39 40 41 41 建築住宅課新設に伴う業務増

減員 / 11(減員理由)
民 増員 / 4 3 7保育士欠員不補充

生 差引 / 4 2 61 (増員理由)

職員数 147 151 151 153 153 基幹型在宅介護支握センター新設等

;成員 / 11(減員理由)

f童i増員 / 1保健師欠員不補充

生 差引 / ム1 (増員理由)

職員数 17 18 18 17 17 

0特別行政部門 (平成16年 4月 1日現在)

1¥ 区分 計ti年 1各 jgも 14ず年 手法(事由)の概要

j成員 / 7 81 (減員理由)
教 増員 / 2退職職員不補充

育 差引 / ム6 ム1 ム6(増減理由)

職員数 74 68 69 68 68 

0公営企業等部門 (平成16年4月1日現在)

1¥ 区分 計画i年 114年if-目 2gh 
14l6年 手法(事由)の概要

減員/ 4 51 (減員理由)
病 増員 / 6 6看護姉欠員不補充

院 差引 / 5 ム4 11(増員理由)

職員数 174 179 179 175 175 

j成 員 / 11(減員理由)
水 増員/ 
道 差引 / ム1 ム1(増員理由)

職員数 11 11 10 10 10 

j成員 / 11(減員理由)

下水 増員 / 
道 差ヲ|/ ム1 ム1(増員理由)

職員数 7 7 6 6 6 

減員 / (i，成員理由)

そ 増員 / 
の

差引 / (増員理由)他
職員数 15 15 15 15 15 

応緩おおず 2∞411月号

大洲市職員給与・定員管理等の状況

(11 )第 2次定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

① 定員適正化目標

平 成 14年度から平成 16年度の間の諸業務増に伴い、

職員の増員が予想されますが、一方で、下記の手法により

職員数を削減し、一般行政及び特別行政部門職員数は合計

で 3人削減する計画です。

② 定員適正化手法の概要

⑨期限の決められた事業については、事業終了後定員の削

減

⑨委託可能な事業については、積極的な民間委託を導入

⑨行政需要に対応した組織、機構の見直し

③ 定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の概要

(平成16年4月 1日現在)

¥ 区分 13年前年 114年年目 215年年目 316年年目
1 4~16年

数(参値考目標) 
計画 言十

減員 / 3 5 5 I 13 

V 自主 増員 / 9 4 6 I 19 

行 差引 / 6 ム1 1 1 6 (99%) 

政 職員数 320 326 325 326 326 323 

(注)1 計画期間は、 14~ 16年の 3 年間です。

2 ( )内の数値は、数値目標に対する進捗率を示しています。

(参考) (平成 16年4月 1日現在)

1¥ 区分 13年前年 114年年目 215年年目 316年年目
14~ 16年

数(参値考目標) 
計画 百十

j成員 / 7 2 9 

レ特
増員レ/別

3 

行 差引レ/ ム6 ム1
ム6

政 (1∞%) 

職員数 74 68 69 68 68 68 

;成員 / 2 4 7 

レ
公
H己4 増員 / 6 6 

11: ι 

/ ム1
業 差引 5 ム2 ム4 (103%) 
等

職員数 207 212 210 206 206 212 

減員 / 8 2 6 16 

レ増員 / 7 9 

言十

/ ム7
差引 ム1 ム1 ム5 (102百)

職員数 281 280 279 274 274 280 

6 
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踏切事故防止キャンペーン

踏切事故防止キャンベーン
(11月t目-11月 10日} 四国運輸局鉄道部

踏切事故が多発しています。踏切では必ず一旦停止をしましょう。

【踏切事践の斌況】
踏切事故の原因は、直前横断によるもの

が概ね6割を占め、また、自動車に関与し

ているものが大多数を占めております。

特に、近年における鉄道の高速化 と相

まって、一度踏切事故が発生すると、多数

の死傷者が生じる等重大事故につながる恐

れがあります。

その損害は甚大なものとなります。

【踏切事館防止のための約束】
踏切の手前で-.e_停止し、安全を確認しよう。

警報機が鳴り始めたら、踏切内に入るのは絶

対にやめよう。

もし踏切内で閉じこめられたときは遮断棒を

押して踏み切り外に出ょう。

踏切内で車がうごかなくなったら、

を止めよう。

踏切内でのエンス卜と落輪の防止に努めよう。

電化されている区間は、踏切頭上の電車線な

どにも注意しよう。

まず列車

******************************************************** 

震
ゐ
総
ゐ
臓
刷

肱
川
の
上
下
流
域
が
ひ
と
つ
に
な
る

「肱
川
流
域
会
議
水
中
メ
ガ
ネ
」

る
だ
ん
だ
ん
肱
川
が、

9
月
お
日
、

の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
水
中
メ
ガ
ネ
は
、
肱
川
流
域
の
環
境
の

観
点
か
ら
、
都
市
の
再
生
を
目
指
す
幻
世
紀
型

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
肱
川
流
域
の
各
種
団
体
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
肱
川
講
演
会
①
で
は
、
国
土
交
通

省
の
黒
川
純
一
郎
氏
が
「
肱
川
の
上
下
交
流
」

と
題
し
、
過
去
か
ら
現
代
へ
の
「
川
」
を
通
し

た
歴
史
的
な
変
選
、
昔
の
神
秘
的
な
存
在
か
ら

現
在
の
環
境
の
根
底
と
な
る
治
水
や
水
環
境
保

全
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
講
演
②
で
は
、
愛
媛
県
久
万
町
出

身
で
初
代
仮
面
ラ
イ
ダ
l
こ
と
藤
岡
弘
、
氏
が

「
若
者
よ
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
!
」
を
テ
ー

マ
に
ふ
る
さ
と
、
き
ず
な
、
家
族
、
自
然
が
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
お
互
い
を
育
ん

で
い
る
と
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
み

ん
な
で
話
そ

肱

川

の
未

来
」
で
肱
川

流
域
の
高
校

生
た
ち
が
つ

ど
い
、
肱
川

の
未
来
に
つ

い
て
意
見
交

換
を
し
ま
し

ふた

主
催
に
よ

肱
川
町
風

7 
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福祉と健康のつどい

絡
λ

仏
ど
使
摩
づ

う

市
民
一の
つ
ぎ
ぬ

今
年
は
日
月

幻
日
(
日
)

今
年
で

凶
回
目
を
迎
え
る
「
市

民
の
つ
ど
い
」
が
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す。記

念
講
演
会
、

ク
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ

l
マ
1
ケ
ツ

健
康
チ
エ
ツ

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ

り
ま
す

の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

品愛媛 阻 'tJiすーJ

ら~I題輯~~?:;J I

たい吉本所駐車場及び職員駐車場をご利

|会場案内図 |

催
し
物
一

覧

大
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

肺
が
ん

C
T
、
骨
粗
し
よ
う

症
、
喫
煙
、
歯
周
疾
患、

運
動
、

食
育
、

血
圧
、
栄
養
な
ど
の

相
談
や
検
診

女
介
護
相
談
・
福
祉
機
器
コ
|

ナ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相
談

女
何
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

福
祉

・
年
金
な
ど

大
展
示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー

心
を
こ
め
た
手
作
り
作
品

大
ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り
。
つ
く
り

先
着
叩
名

材
料
費
l
，

0
0
0
円

大
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト

家
庭
の
不
用
品
を
販
売

女
映
画
上
映
・
綿
菓
子
な
ど

に
開
催

「い
き
い
き
人
生
・
う
つ
病
を
体
験
し
て」

小

川

宏

講
師"* 

大
正
市
年

東
京
生
ま
れ

早
稲
田
大
学
専
門
部
建
築
科
卒
業
、

に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
入
局

昭
和
初
年
よ
り
叩
年
間
「
ジ

工
ス
チ
ヤ
|
」
の
司
会
を
担

当
、
N
H
K
の
顔
と
し
て
活
躍
。
ま
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
ワ
イ

ド
番
組
「
小
川
宏
シ
ョ
ー
」
で
の
名
司
会
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

人
柄
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
り
人
気
を
博
し
て
い
る
。

昭
和

μ
年
に

N
H
K

B 

「
仕
事
も
育
児
も
両
立
し
た
い
!
」

「
介
護
が
必
要
な
家
族
が
い
る
け
ど
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
?
」

こ
ん
な
場
合
の

育
児

・
介
護
・
家
事
の
情
報
ホ
ッ
ト
ラ

団イ
でン
はと
『し
2;.て
o j 
ゾ レ〆ヘ

0: ~ 
フー

レ
フ
オ

/ 
"=> 

を

幻
世
紀
職
業
財

開
設
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
へ
の
送
迎

ゃ
、
急
な
残
業
な
ど
に
子
ど
も
を
預
つ

「
保
育
サ
ポ
1
タ
l
」

て
も
ら
え
る

の

情
報
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

(
情
報
提
供
は
無
料
)

相

談

日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

(祝
日
を
除
く
)

相
談
時
間

午
前
9
時
叩
分
か
ら

午
後
4
時
叩
分

8
0
8

9
・9
3
4
・2
0
2
0

岡
引
世
紀
職
業
財
団
愛
媛
事
務
所

8
0
8

9
・9
2
1
・5
6
6
0

Z
G
込
者
当
者
M
O
N
O
口
巾
こ
り



2Cゆ411月号応綴ああず

自動車リサイクル法

明日のあなたを考えて…
年金はあなたが主人公です

1 1月6目.....11月 12日は年金週間です

費
用
を
支
払
う
こ

と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。金

額
は
、
車
種

に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
一
般
の

乗
用
車
の
場
合
は

9
，

0

0
0
円
か

ら

1
6
，
n
U
ハU
n
U

円
程
度
と
な
っ
て

お
り
、
各
メ
ー
カ

ー
が
ホ

l
ム
ペ

ー

ジ
な
ど
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

費
用
は
、
次
の
時
点
で
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

A-平
成
げ
年
1
月
以
降
に
購
入
す
る

新
車
は
、
購
入
時
に
販
売
庖
へ
支

払
い
ま
す
。

A-平
成
同
年
末
ま
で
に
購
入
し
た
自

み
れ
な
で
臼
動
車
リ
ザ
イ
ヲ
凡

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
平
成
げ

年
1
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
自
動
車
を
所
有
す
る

人
は
、
自
動
車
ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル

「いい老後Jにちなんで、毎年、 11月6日 (い

いろうご)から 12日までの 1週間は年金週間

です。

国民の一人ひとりが年金を身近で大切なもの

として考え、公的年金制度の意義や役割を正し

く認識し、年金制度に対する理解を深めていた

だくため『年金週間』が定められています。

年金は、自分自身の老後の問題と認識して、

この機会に、あな

たの、そして家族

の年金についても

う一度考えてみま

しょう。

動
車
は
、
平
成
口
年
1
月
以
降
の

最
初
の
車
検
時
ま
で
に
整
備
業
者

な
ど
に
支
払
い
ま
す
。

(平
成
口
年
1
月
以
降
に
車
検
を
受

け
ず
に
廃
車
す
る
場
合
は
、
廃
車
す

る
と
き
に
整
備
業
者
な
ど
に
支
払
い

ま
す
。
)

リ
ザ
イ
ワ
凡
料
室
の
使
い
み
ち

自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
l
ダ
ス
ト

(解
体
・

破
砕
後
に
残
る
廃
棄
物)、

フ
ロ
ン
(
カ
1
エ
ア
コ
ン
の
媒
体)、

エ
ア
バ
ッ
ク
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
や

適
正
に
処
理
す
る
た
め
に
使
い

ま

す
。
一
部
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
管

理
や
情
報
管
理
に
も
使
い
ま
す
。

自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国民年金には、老齢基礎年金だけでなく、

万が一の時の障害基礎年金、遺族基礎年金が

あり、生涯にわたってあなたの生活をサポー

トする制度です。

しかし、もし保険料の未納があると、年金

額が少なくなったり、年金が受けられない可

能性が出てきます。

将来確実に年金を受けていただくためにも

保険料をきちんと納めましょう。

納め忘れがなく、 安心便利な口座振替をぜ

ひご利用ください。

松山西社会保険事務所

松山市南江戸三丁目 4番 8号

:8 089・925・5105

問い合わせ先

介
護
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
学
び
ま
し
ょ
う

愛
媛
県
在
宅
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
平
成
同
年
4
月
に
松
山
市
末
町

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護
に
あ
た
る

家
族
や
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
介
護

力
を
向
上
さ

せ
る
研
修
を
行
う
ほ

か
、
介
護
専
門
職
員
な
ど
の
施
設
職

員
の
皆
さ
ん
に
も
よ
り
実
践
的
な
研

修
を
行
い
ま
す
。

介
護
を
受
け
る
側
の
立
場
を
考
え

入
浴
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

介
護
家
族
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

施
設
職
員
な
ど

利
用
時
間

午
前
9
時

1
午
後
5
時

休
館
日

月
曜
日

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
在
宅
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

(
指
定
管
理
者
特
定
非
営
利
法

人
愛
と
心
え
ひ
め
)

8
0
8
9
・9
1
4
・0
7
2
1

m
0
8
9
・9
1
4
・0
7
3
2

研修名 対象者 期 間

介護 ボフ
テこィれアかをら目介指(学護す生ボ方なラどン) l泊2日

ンティア (30人)
入 門研修

介護ボラン 介護すボらランティア 11自2日
テフィ養ア成ス研タ修ッ ゃ ぎの場スタッ (40人

フなど

者高齢者と介修護 者高齢(同者伴及)びその介護 11自2日の同伴研

介ふれ護あい家研族修 介(親護子家・族夫婦 ・三世代) 1 i自2日

入浴セミナー 入者浴と介が護不者自由な高齢 随 時

介業護指予導事防事業 一実業に施般講県す師民るを介派(市護遣予町)村防事が 随 時

県民介護講座 一な般どに県講民師(を介派護遣講)座 随 時

援高齢研者修自事立支業 介職員護サー ビス事業所 11自2日
(40人

介護ボラン
介職員護サー ビス事業所テダ ィアリ ー 1日30人

一養成事業

9 
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第 6回大洲市中学生海外派遣事業

広混おおず

オロヌト号OD1Pぜ窃ヌ臨時邸-ブリスベーン

オーストラリア

国
際
感
覚
を
磨
い

τ、
生
き
る
力
に

垂

井

久

団
長

(
新
谷
中
学
校
長
)

7
月
幻
日
よ
り

8
月
日
日
ま
で
の
同
日

問
、
橋
本
教
諭
と

2
人
で

8
名
の
生
徒
を

引
率
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス

ベ
1
ン
へ
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
が

6
回
目
の
派
遣
に
な
り
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
ち
ょ
う
ど
真
冬

に
あ
た
り
ま
す
が
、
気
温
が
日
度
か
ら
お

度
で
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
大
変

し
の
ぎ
や
す
い
気
候
で
し
た
。
長
い
飛
行

機
の
旅
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
す
ぐ
に
ク
イ

ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
で

一
番
高
い
と
い
わ
れ

る
マ
ウ
ン
ト
ク

l
サ
l
と
い
う
小
高
い
山

に
登
り
、
美
し
い
眺
め
に
感
嘆
の
声
を
発
し
、
研
修
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
後
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
博
物
館
見
学
・
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
散
策
等
を
し

て
、
ク

l
ン
パ
パ
の
学
校
へ
到
着
し
ま
し
た
。

こ
の
学
校
は
、
中
高

一
貫
教
育
で
約
9
0
0
名
の
生
徒
が
通
学
す
る
公
立
の
学
校

で
す
。
歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ
先
か
ら
学
校
に

通
い
、
午
前
中
が
専
任
教
師
か
ら
英
会
話
を
中
心
と
し
た
授
業
を
受
け
、
午
後
は
現

地
の
生
徒
と

一
緒
に
授
業
に
参
加
し
ま
す
。
こ
の
時
は
、
生
徒

一
人
一
人
に
専
属
の

生
徒
(
バ
デ
ィ
)
が
付
い
て
面
倒
を
み
て
く
れ
ま
す
。
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
や
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
も
一
緒
に
し
て
く
れ
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
最
初
は
不
安
な
様
子
で
し
た
が
、
日
を
追
う
ご
と
に
慣
れ
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
現
地
の
生
徒
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
交
流
が
深
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
老
人
ホ

l
ム
訪
問
や
自
然
公
園
散
策
、
そ
し
て
、
さ
よ

な
ら
パ
ー
テ
ィ
等
、
様
々
な
異
文
化
に
触
れ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
で
、
生
徒
自
身
の
国
際
感
覚
が
磨
か
れ
、
生
き
る
力
に
も
つ
な
が
っ
て
て

く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
生
徒
9
0
0
名
に
対
し

1
0
0
名
以
上
の
教
師
が
指
導
に
あ
た
り
、

自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
個
性
を
重
視
し
、
個
人
に
合
っ
た
多
く
の
選
択
肢
を
用
意

し
、
専
門
性
の
高
い
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
自

由
な
一
面
と
厳
し
い

一
面
と
が
は

っ
き
り
し
て
い
て
、

個
性
を
発
揮
し
や
す
い
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

.A.カランビン野鳥園にて

大洲東中学校坂本裕哉

今回、オーストラリア海外派遣事業に参加できた

ことは、自分の将来に大きくつながったと思います。

オーストラリアでは、自分の英語が通じなかったり、

話しかけられでも聞き取れなかったりと、困ったこと

がたくさんありました。しかし、現地で僕たちのお世

話をしてくださった日本人ガイドさんが、現地の人と

普通に話をしている姿を見ていると、自分も英語が話

せたら現地の人ともっとコミュニケーションが取れる

し、自分の世界が広がっていく、英語は自分の未来へ

の架け橋になると、改めて感じたのです。

僕は将来、英語を使った仕事をしたいと，思っていま

す。今までは漠然とした夢でしたが、これからはその

夢を実現するために、一生懸命努力していこうと決め

ました。

この体験を今後

の人生の糧にした

いと思います。

未来への架け橋

10 

大洲南中学校 黒木 恵美

私は、今回初め

て海外に行きまし

た。そこで過ごし

た 2週間は驚きや

感動の連続でした。

文化・習慣の違い

では、これはいい

なと居、うものもあ

りましたが、日本では考えられないと思うものもたく

さんありました。常に車が 80キロの速さで走ること

は、狭い道の多い日本ではできないし、食器を洗剤の

ついたまま乾かすのは、雨の少ないオーストラリア独

特の習慣です。また、学校では宿題・部活はありませ

ん。その代わり、家に帰ると夕食の準備など家の手伝

いをします。日本とは放課後の時間の使い方が全然違

うなと思いました。

私は、これから英語を身に付けることはもちろん、

それを生かして日本を含むたくさんの国の個性に触れ

てみたいなと思います。

最後に、このような機会を与えていただき、今回の

メンバーで貴重な経験を共有できたことに感謝しま

す。

ホームステイに参加してオーストラリア
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応援ああず 2∞411月号

第6回大洲市中学生海外派遣事業 ※この事業は、附4山教育振興会の助成を受けて実施しています。

C醇 ZZE当庁主霊童韮ヨ
7月27日ω出発式、大洲市発

松山市から大阪経由し、ブリスベーンへ

ブリスベーン着

7月28日附 ブリスベーン市内見学、ホストファミリーとの
対面式、オリエンテーション、ホームステイ関
始

7月29日同
オリエンテーションと学校探索後
午前 '英語クラス/午後・学校行事に参加

7月30日ω午前:英語クラス/午後 学校行事に参加

7月31日出 ホストファミリーと過ごす

8月1日(日)ホストファミリーと過ごす

8月2日(月)午前老人ホーム訪問/午後.地域視察

8月3日出 午前英語クラス/午後:学校行事に参加

8月4日附 午前 英語クラス/午後 :学校行事に参加

8月5日附 午前:英語クラス/午後・ハイキング

8月6日樹 午前:英語クラス/午後 .学校行事に参加

8月7日出 ホストファミリーと過ごす

8月8日(印 ホストファミリーと過ごす

8月9日開)午前 ・英語クラス/午後 :学校行事に参加
夜 :さよならパーティ

ホストファミリーとお別れ
8月10日ωゴールドコースト・ブリスベーン市内観光後

ブリスベーン出発

8月11日附
シンガポール ・大阪を経由して、松山へ
大洲市着

貴重で大切な体験
平野中学校福西貴彦

長いようで終わってみれば短かった 2週間。私た

ち派遣生は、オーストラリアでホームステイと学校体

験をしてきました。行く前に私が立てた目標「オース

トラリアの文化と習慣を体験してくるJは、たくさん

経験をして達成できたと思います。

オーストラリアは、食や土地など私の住んでいると

ころと違っていて、感動と驚きをたくさん体験しまし

た。でもそんなのは最初だけで何日もすると慣れて、

毎日を楽しんで過ごすことができました。毎日毎日が

思い出づくり、笑ったり 叫んだり、感心したり、本当

にたくさんのことを経験しました。お世話をしてもら

ったホストファミ

リーの 2人は本当

の家族のように接

していただいて感

謝しています。オ

企クーンパバ・ハイスクールでバディたちと

企授業風景 ..調理実習(ケーキ作り)に参加

Australian Dream 
大洲南中学校 藤本顕允

初めての海外研修。準備段階から大騒ぎ。勉強不十

分、最高級の不安を抱えたまま、オーストラリアへ飛

び込んだ。空の青、海の青に感動し、現地の同級生の

体格の良さに驚嘆し、あれこれ悩む暇もなく、 16日

間が過ぎ、去った。

「楽しい、嬉しいJだけでは勉強にならないだろうが、

本当にその連続で、夢のような日々だ、った。ご飯の上

に牛乳、アイスクリームのデザートには涙が出る思い

をしたが、それすらも食文化の違いと楽しめた。

片言の英語で話す僕に、根気よく接して下さったホ

ストファミリーをはじめ、この機会を与えて下さった

すべての人達に、心

から「ありがとう j

と言いたい。相手に

気持ちを伝えようと

する熱意で、人は国

や人種を越えてわか

り合えるということ

を今後に生かしてい ~

きたい。



Aゴールドコーストでショッピング

たくさんの発見
新谷中学校 高橋車希

今年の夏、オーストラリア行きが決まってから、私

が実践しようと思ったことのひとつに、日本との違い

をできるだけ多く発見するというものがありました。

実際に現地に行ってみると、そこには私の知らない、

未知の世界が広がっていました。

ホームステイ先で繰り返される日常生活や学校生活

において、日本とは全く違う生活様式に触れることに

なりました。そのことで戸惑いや不安を感じた日もあ

りましたが、帰る頃には、まるで昔から自分がその地

に住んでいたかのように感じられました。

この 2週間を通し、オーストラリアの大地のすばら

しさと、人々の温かさを知りました。私はこれから、

っかこの地

へ戻ってこ

ようと思っ

ています。

E緩おおず 2∞411月号

第 6回大洲市中学生海外派遣事業

ホームステイを過して学んだこと
肱東中学校 中野絵美

f 約 2週間、

オーストラ

リアで過ご

したあの時

間は、何物

にも替えら

れないすば

らしい J思い

出です。

その中で、

特に印象に残っているのは、ホームステイです。最初

の日は、玄関から違う文化を感じ、妙に緊張してうま

く会話が弾みませんでしたが、毎日少しずつ慣れて、

日本やオーストラリアについて楽しく話せるようにな

りました。上手に言葉にならないもどかしさもありま

したが、そうやって話せたことは、自信につながって

います。また、一緒に生活したからこそ、日本とは違

った生活習慣を肌で感じることができて、とてもよか

ったと思います。

最後に、この貴重な体験をする機会を与えて下さっ

た方々に、心から感謝します。
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第 6回大洲市中学生海外派遣事業

自
分
を
見
・フ
め
直
す

橋 貴

本ま
旅

大
洲
北
中
学
校
教
諭

ひ
と
み

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
、
不
安
よ
り
は
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

て
の
出
発
で
し
た
。
乗
り
継
ぎ
を
含
む
約
日
時
間
の
飛
行
機
の

旅
に
、
少
々
疲
れ
気
味
で
し
た
が
、
そ
ん
な
私
た
ち
を
歓
迎
し

て
く
れ
た
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
ん
で
い
て
も
な
か
な

か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
コ
ア
ラ
で
し
た
。
な
ん
と
も
言
え
な
い

愛
く
る
し
さ
に
、
み
ん
な
大
感
激
し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
訪
問
校
で
の
授
業
参
加
な
ど
、
「
う
ま
く

い
く
か
な
」
と
か
、
「
英
語
は
通
じ
る
か
な
」
と
か
、
あ
れ
こ

れ
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
気
持
ち
は
あ
っ
と
い
う
問

に
吹
っ
飛
び
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
バ
デ
ィ
(
学
校
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
)
た
ち
と
の
生
活
を
楽
し

み
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
自
然
を
思
う
存
分
満
喫
し
ま
し
た
。
「
青
い
空
と
広
い
海
」
、
「
澄
ん
だ

空
気
」
、
「
ど
こ
ま
で
も
続
く
美
し
い
砂
浜
」
、
「
は
る
か
に
弧
を
描
く
地
平
線
や
水
平
線
」
、
「
色
鮮
や

か
な
草
花
や
野
鳥
」
等
々
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
老
人
ホ
1
ム
訪
問
時
の
お

年
寄
り
と
生
徒
た
ち
の
や
さ
し
い
笑
顔
と
、
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
で
の
温
か
い
ふ
れ
あ
い
(
大
洲
音

頭
を
参
加
者
み
ん
な
で
踊
り
ま
し
た
)
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

日
本
と
比
べ
る
と
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
時
間
が
ゆ

っ
た
り
と
流
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
私
は
、
せ
っ
か
ち
で
い
ら
い
ら
し
て
い
る
普
段
の
自
分
と

は
別
人
の
よ
う
な
自
分
が
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
の
ん
び
り
構
え
て
、
や
さ
し
い
気
持
ち
で

人
と
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
引
率
は
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
、
と
て
も

貴
重
な
旅
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
得
た
も
の
を
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

企ブリスベーンを一望できるマウン卜・クーサーにて

企老人ホームの利用者と会話
A老人ホーム訪問

大洲北中学校 西原芙美

オーストラリアでまず感じたのは、様々な違いでし
た。文化・風習に加え、私たちが教わっている英語と
オーストラリアの英語の違いなど、とまどうことも多
くありました。しかし、ホストファミリーの方々や友
達のおかげで少しずつ余裕を持ってその違いを受入
れ、楽しんで生活を送れるようになりました。
英会話の難しさは予想以上でしたが、相手の言うこ

とが理解でき、また、私の言うことが相手に通じた時
の喜びはそれ以上でした。英語を学ぶこと以上に、心
による人と人の関わりの大切さを実感することができ
ました。
私はこのすばらしい体験を通して、

したい、と今まで以上
に強く思うようになり
ました。この体験で夢
への第一歩が踏み出せ
ました。この一歩を大

切に、少しずつ夢へと
近づいていきたいと思
います。
最後に、 このような

機会を与えて下さった
ことに心から感謝した
いと思います。ありが
とうござ、いました。

自分の夢を実現

夢への第一歩
大洲北中学校 丸本晃子

オーストラリアで過ごした 2週間はとても充実した

ものでした。 1日1日過ごしていく中で、オーストラ

リアと日本の文化・習慣の違いを多く見つけました。

毎日が驚きの連続でした。私がオーストラリアで充実

した生活を送ることができたのも、私のもう一つの家

族、ホストファミリーのおかげです。不安な時も優し

く話しかけてくれたり、私を楽しませるために、いろ

んな場所に連れて行ってくれたり・…一。オーストラリ

アでたくさんの思い出を作ることができました。ホス

トフ ァミリーにはとても感謝しています。そして、通

っていた学校の友達、先生方にも。

私はオーストラリアで英語はもちろんのこと、他の

もっと大切なことを学ぶことができました。中学生活

最後の夏休みに

貴重な体験がで

きました。また

いつかオースト

ラリアに行きた

いので、それま

でに英語を上達

させておきたい

と思います。

もうーつの家族海の向こうの、
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2Cわ411月号巨額ああず

あなたが城主!健康おおず

お
な
た
が
繊
主
1

健
康
お
お
ず

急
速
な
高
齢
化
が
進
み
、
生
活
習
慣
病
や
高
齢
化
に
伴
う
障
害
の

増
加
に
よ
り
病
気
や
介
護
に
よ
る
負
担
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
後
は
行
政
主
導
型
の
健
康
ゃつ
く
り
で
は
な
く
、

市
民
と
一
体
と
な
っ
た
健
康
。つ
く
り
運
動
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
は
平
成
ロ
年
に
「
健
康
日
本

幻
」
を
、
愛
媛
県
は
平
成
日
年
に
「
健

康
実
現
え
ひ
め
2
0
1
0
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

大
洲
市
で
も
地
域
の
実
情
や
特
性

に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
推
進
の
た
め

の
具
体
的
な
計
画
と
し
て
平
成
同
年

に
「

ahゆ
た
か
嬬
主
l
健
康
窃
告
の
す

S
鎗
慮
づ
《
リ
惨
私
秒
主
役

S
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
2
0
0
0
年
か
ら

2
0
1
0
年
ま
で
の
刊
カ
年
で
「
い

き
い
き
と
心
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
大

洲
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大
淵
市
の
基
本
目
標

A-脳卒
中
の
発
症
予
防
対
策

。
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

・
高
齢
者
の
骨
関
節
疾
患
に
よ
る
要

介
護
状
態
の
予
防
対
策

こ
の
中
で
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ

る
9
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。

①
栄
養
・
:
よ
く
か
ん
で
、
み
ん
な
で

食
べ
よ
う
3
度
の
食
事
(
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
と
ろ
う
)

②
運
動
・・
・
使
う
と
貯
ま
る
よ
骨
と
筋

肉
!
指
肪
を
燃
や
し
て
「
え
え
あ
ん

ば
い
」
(
自
分
に
あ
っ
た
運
動
習
慣
)

③
歯
:
・

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う

(
食
後
・
寝
る
前
に
歯
を
磨
こ
う
)

④
休
養

:
1
人
じ
ゃ
な
い
っ
て
ス
テ

キ
な
と
と
ね

r
(ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
よ
う
)

⑤
酒
:
お
願
い
よ
、
肝
臓
に
も
休
日

を
1
1お
酒
は
却
歳
に
な
っ
て
か
ら

1
(未
成
年
者
の
飲
酒
を
防
ご
う
)

⑥
た
ば
こ
:
お
願
い
よ
、
吸
っ
て
も

い
い
か
ら
吐
か
な
い
で
!

ー
タ
バ
コ
は
加
歳
に
な
っ
て
か
ら

1

(
未
成
年
者
の
喫
煙
を
防
ご
う
)

⑦
循
環
器
:
・ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
ン
!

を
目
指
し
て
(
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
ろ
う
)

⑧
が
ん
・
:
が
ん
検
診
毎
年
受
け
て

「
ホ
ツ
」
と
一
息
(
早
期
発
見
・

早
期
治
療
)

こ
つ
こ
つ

⑨
骨
・
関
節
疾
患
・:
骨
々
貯
め
て
老

後
の
貯
金
H

(積
極
的
に
体
を
動

か
そ
う
)

立
日+又山=

ロ
u-の区

品
巴各と庖置訊

鼠ド』、ンい
V単

仲
司
剖

白
日

.
，

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
置
事
を

医
脇

田
ろ
う
!

調
圃

・
手
作
り
の
自
ち
を
昆
直
を

a司

-
つ
!

、、
r
h
w
uu
 

こ
の
計
画
の
先
駆
け
と
し
て
、
大

洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養
士

が、

9
月
か
ら
季
節
に
あ
わ
せ
た
簡

単
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
食
生
活
の
中

で
取
り
入
れ
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
や
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
作
り
、

市
内
各
地
域
の
食
生
活
改
善
推
進
員

の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
各
ス
ー

パ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
メ
ニ
ュ

ー
を
紹
介

し
、
将
来
的
に
は
l
日
の
メ
ニ
ュ
ー

を
1
週
間
の
メ
ニ
ュ
ー

へ
と
発
展
さ

せ
る
予
定
で
す
。

庖 名 電話番号 担当支部

ショヒ大只ッ洲1 パーズ 南支久米部百 59匂 1700

木東村大大チ洲洲ェ1庖0ー2ン2 24-1033 田口支部

フ中ジ村大グ2洲4ラ6ン1 24-2101 中村支部

フリ宕ュレ一呂ッ5大シ04;ュ仲-|l庖バ 23-0650 若宮支部

サ東大大ン洲デ洲1庖ュ25オ7 25-1500 五郎支部

ず大洲メ1ツ.59セ6 25-1950 平 支 部

A各コ支ー居プ 各支担部当

議パ森永 25-0057 新谷支部
谷町甲 21-3

シ八ョタ多ッー喜ピた甲ンけグ8だ8セ1ン 26-0619 ハ円 。タ 高吉

i八藤多岡青甲果l庖 支1'56 126-0514 

はがきでの『袈富請家』
草取が多発しています

使った覚えのない有料サイトの利用料について、
が増えています。

大洲警察署管内では今年 1月から 8月までの聞に約 300件の相談が寄せら
れています。

はがきによる返済請求が大半を占めていますが、
で請求を受けるケ スもあります。

メール、FAXなど電話、

対処方法・
く〉 身に覚えのない請求は、相手にせず、無視する。

く〉 文書に書かれている電話番号には連絡しない。

く〉 業者から電話があった場合でも、名前、住所、

電話番号、勤務先などの個人情報は知られない

ようにする。

などのことが大切です。

時

はがきなどの支薗は・・あなたの電子消費者未納金につき、契約会社および

回収業者から委託を受けたので大至急連絡してくだ

さい。・給与差し押さえ、財産差し押さえを強制執行します。・第三者による自宅および会社への訪問回収を行います。

などと脅迫まがいの内容が書かれています。

脅しゃ悪質な取立てを受けた場合はご相談ください。
大洲警察署 825 -1 1 1 1 
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連載シリーズ
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4町
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* 
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世町

4町

* 

* 
* 
* 
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司h

* 
* 
* 
* 

VOL.27 

国際ソロプチミスト大洲の活動
国際ソロプチミスト大洲は、国際ソロプチミストアメリカ日本西リジョンの中で 78番目のクラブとして、 1996年

3月3日に誕生、今年で 9年目を迎えました。

ソロプチミストの原点は『奉仕』です。 1921年カリフォルニア州オークランドで、多種多様な職業分野で活躍す

る80人の女性が、持てる能力と行動力を社会に奉仕するために結成されました。続いて、 1924年に英国のロンドンで、

日本では1960年に最初のクラブが東京に誕生しました。その後、千嘉代子ファンダーガバナーの強力な推進によって、

1986年、日本全国に奉仕の輪を広げようと 5つのリジョン(中央・東・北・南・西)に分かれ協力し合いながら独

自の活動を進めています。現在、西リジョン(中国・四国)は、クラブ数 92クラブ、会員数2，593名の大所帯になり

ました。今年の西リジョンの活動テーマは、 “平和・教育・自然"です。大洲クラブでも、環境 ・女性の人権・教育・

福祉・国際親善等広い分野で活動しています。

8年間継続してきた主な事業を挙げると、

1 国際的救済事業支援

2 図書贈呈(保育所)

3 青少年健全育成

4 市民の森植樹

5 社会福祉事業への協力と参加

6 国際婦人デー記念講演会

これらの奉仕資金は、すべて会員が汗を流してつくっています。毎年 3月末に開催するチャリティーバザーは、商

店会有志の方をはじめ多くの地元の皆さんの協力で収益金を得ています。このような収益金は、すべて奉仕事業に支

出しています。なお、運営に掛かる費用(交通費・事務費・研修費・その他)は、会員の年会費で、賄っています。

女性が社会の進歩に果たす役割は大きくなっております。奉仕を志す人、ソロプチミストの精神を理解していただ

き、一緒に活動しようではありませんか。

4厘

4町

* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
世町
* 

* 
* 
* 
* 
4町

* 
* 
* 
* 

* 4町

* 
* 
?長

* 

松元芙佐子

国際ソロプチミストー・各業界で活躍する女性、専門的知識を持つ女性が組織する奉仕団体

リジョン………ー……・地方

ファンダーガパナー…初代会長

大洲市企画情報課男女共同参画係

会長国際ソロプチミスト大洲* 
市町

* 
* 

唱町(371) B 24 -2 1 1 1 

* 
?セ* 

こ
の
文
章
は
、
藤
樹
が
一
一十
三
歳

の
と
き
に
書
い
た
も
の
で
す
。
漢
文

で
表
記
さ
れ
た
短
い
も
の
で
す
。
「
藤

樹
先
生
全
集
」
に
は
、
四
ペ
ー
ジ

に
わ
た
っ
て
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
ん
し
よ
う
げ
ん
ど
う
し
い

「
安
昌
玄
同
を
試
す
る
の
論
」
と
読

み
ま
す
。

寛
永
五
年
(
一
六
二
八
)
京
都
で

カ
ん
げ
ん
ど
う

儒
学
者
菅
玄
同
が
、
弟
子
の
安
田
安

昌
に
刺
し
殺
さ
れ
ま
し
た
。

師
の
玄

"
か
ド
レ
ト
4
F

〆、

同
に
侮
辱
さ
れ
た
弟
子
の
安
昌
が
、

怨
み
で
お
こ
し
た
事
件
で
す
。
こ
の

ら
ざ
ん

事
件
に
つ
い
て
、
林
羅
山
(
徳
川
家

お
抱
え
の
儒
者
)
の
長
男
左
門
が
、

安
昌
の
罪
を
非
難
し
、
玄
同
を
真
の

儒
者
と
賛
え
て
、
そ
の
死
を
惜
し
み

ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
安
昌
試
玄
同
論
」

を
書
い
た
の
で
す
。

藤
樹
は
、
左
門
の
論
文
を
友
人
か

ら
送
ら
れ
て
、
直
ち
に
反
論
を
試
み

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
同
名
の
こ
の
論

文
で
す
。
藤
樹
は
こ
の
文
章
で
「
真

お
さ

の
儒
者
と
は
、
欲
を
抑
え
明
徳
を
明

ら
か
に
し
て
人
々
を
善
導
し
、
社
会

の
平
和
実
現
を
目
ざ
し
て
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
わ

が
国
の
儒
者
を
名
乗
る
者
は
、
あ
れ

* 

藤
樹
先
生
位
掌
ぷ

(44) 

* * 

著
書
紹
介
①

* * 
藤
樹
は
、
門
弟
た
ち
の
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
著
書
を
残
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
は
、
そ
の
中
か
ら
代
表
的

な
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

* 女* * 
安
昌
試
玄
同
論

* 4匝4匝* * * * * * * 4町* * * * * * * ?食* * * * * * 

こ
れ
読
み
あ
さ
る
だ
け
で
実
行
を
心

さ
い

が
け
な
い
。
玄
同
な
ど
は
そ
の
最
た

る
も
の
で
あ
る
。
博
学
を
自
慢
す
る

だ
け
で
、
人
格
の
完
成
な
ど
は
考
え

な
い
俗
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
弟
子

に
怨
み
心
を
起
こ
さ
せ
、
自
ら
死
を

招
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
理

解
で
き
な
い
左
門
は
、
誠
に
無
知
で

あ
る
。
」
現
代
文
に
す
る
と
こ
の
よ

ろ
ん
な
ん

う
な
調
子
で
激
し
く
論
難
し
て
い
ま

す。
林
氏
剃
髪
受
位
緋

り
ん
し
て
い
は
つ
じ
ゅ
い
の
ぺ
ん

こ
の
「
林
氏
剃
髪
受
位
排
」
は
、

寛
永
六
年
(
一
六
二
九
)
儒
者
の
林

羅
山
と
弟
の
信
澄
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、

み
ん
ぷ

き
ょ
う
ほ
う
い
ん
ぎ
ょ
う
ぶ

き
ょ
う
ぼ

う

い

ん

じ

よ

民
部
卿
法
院
・
刑
部
卿
法
院
に
叙
せ

ら
れ
た
と
き
、
羅
山
が
詩
を
作
っ
て

弁
解
し
た
こ
と
に
対
す
る
反
論
で
す
。

は
い
ぷ
つ
ろ
ん

羅
山
は
も
と
も
と
激
し
い
排
仏
論

者
で
し
た
。
そ
の
羅
山
が
立
身
出
世

の
た
め
に
、
頭
を
丸
め
て
僧
侶
の
最

高
位
を
得
た
の
で
す
。

藤
山
畑
批
「
羅
山
は
、
人
の
ま
ね
を

す
る
鶏
鵡
で
あ
る
。
博
学
を
利
用
し
、

自
分
こ
そ
真
の
儒
者
だ
と
、
人
々
を

た
ぶ
ら
か
し
て
い
る
:
」
と
い
っ
た

調
子
で
、
激
し
い
非
難
を
浴
び
せ
か

け
て
い
ま
す
。

若
い
こ
ろ
の
藤
樹
の
学
問
の
意
義

に
対
す
る
考
え
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
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博物館からのお知らせ

平
成
時
年
度
企
画
展
パ
ー
ト
E

「
大
大
洲
城

8
肖
像
画
に
見
る
お
殿
様
よ

、
今
回
「
大
大
洲
城
展

1
よ
み

が
え
る
大
洲
城
1
」
に
引
き
続
い
て

歴
代
議
主
の
肖
像
画
を
中
心
と
す
る

展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
に
復
元
さ
れ
た
大
洲
城
は
、

加
藤
貞
泰
が
元
和
3
年
に
入
城
し
て

か
ら
明
治
2
年
の
版
籍
奉
還
に
い
た

る
ま
で
、
日
代
に
わ
た
っ
て
居
城
と

し
た
城
で
あ
り
ま
す
。
大
洲
城
主
と

な
り
大
洲
藩
領
内
を
治
め
た
加
藤
家

は
、
代
々
大
洲
の
発
展
の
た
め
数
多

く
の
実
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
歴
代
の
藩

主
で
す
が
、
大
洲
市
誌
な
ど
に
取
り

上
げ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
人
物
像

な
ど
に
つ
い
て
市
民
に
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
2
回
目
の
展
示
で

は
、
加
藤
家
菩
提
寺
龍
護
山
に
残
る

歴
代
藩
主
の
肖
像
画
を
も
と
に
そ
の

人
物
像
に
つ
い
て
迫
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
歴
代
の
藩
主
が
在

任
時
代
の
出
来
事
な
ど
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
大
洲
藩
の
発

展
や
苦
悩
に
つ
い
て
も
広
く
紹
介
い

た
し
ま
す
。
大
洲
藩
主
や
大
洲
藩
の

歴
史
に
つ
い
て
学
べ
る
展
示
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

飽5

.A.加藤泰秋像/当館蔵

開
催
期
間

口
月
日
日
(
火
)
i
u
月
日
日
(
日
)

場

所大
洲
市
立
博
物
館
4
階
展
示
室

時

間午
前
9
時

1
午
後
4
時
叩
分

入
館
料

無
料

休
館
日

月
曜
日
(
祝
日
と
重
な
る
場
合
は

翌
日
も
含
む
)
・
祝
日

.
蔵

※
注
意

山

展
示
替
え
の
た
め
、

日
月
1
日
1

議
日
月
日
日
ま
で

4
階
展
示
室
は
閉
室

盆
円/

い
た
し
ま
す
。
5
階
の
常
設
展
は
通

醐

常

ど
お
り
開
室
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

泰

主
な
展
示
資
料

献
歴
代
藩
主
肖
像
画
歴
代
藩
主
筆
書

加

画
/
柳
瀬
焼
/
北
藤
録
/
韓
親
公
集

企
/
韓
親
公
集
版
木
五
郎
玉
川
焼
/

江
戸
城
入
城
錦
絵
な
ど

16 

あ

わ

で

こ

は

こ

ま

わ

「
阿
波
木
偶
箱
廻
し
を
復
活
す
る
会
」
を

訪
ね
て
口
(
現
地
研
修
会
よ
り
)

ト
ン
テ
テ
ト
ト
ト
ン
と
鼓
の
音
と

と
も
に
「
復
活
す
る
会
」
(
辻
本

「

嘆
抗
表
)
の
仲
間
四
人
に
よ
る
、
三

番
史
・
え
び
す
舞
が
、
始
ま

っ
た
。

A三番皇に思いをのせて

「あ

1
め
で
た
い
な
」

「
・
:
今
日

み
か
ぐ
ら
は
い
た
て
ま
つ
る

は
、
式
三
番
皇
、
御
神
楽
拝
し
奉

る
[
火
の
狩
り
は
世
の
守
り
、
守
ら

せ
給
え
と
御
願
い
:
」
「

A
b打
ゃ
、

あ
い
や
l
よ
1
」
な
ど
の
口
上
に
乗

狩
べ

生
き
必
宅
と
舞
う
人
形
た
ち
。

門
付
け
芸
の
懐
か
し
く
も
、
心
温
ま

る
光
景
が
、
目
の
前
で
再
現
さ
れ
た
。

か
つ
て
芝
原
の
伝
統
芸
能
の

一
つ

で
あ
る
「
三
番
史
勺
孔
び
す
舞
」
は
、

女
性
が

一
人
で
、
木
偶
人
形
を
操
り
、

口
上
を
述
べ
る
の
が
大
き
な
特
徴

で
、
正
月
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
神
事
で
あ
り
、
収
穫
の
喜

び
な
ど
を
予
祝
し
た
祝
福
芸
で
し
た
。

し
か
し
、
い
つ
し
か
箱
廻
し
に
は
、

「
い
や
し
い
も
の
」
「
物
も
ら
い
」
と

い
っ
た
差
別
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
植
え

付
け
ら
れ
て
い
き
、
芸
を
伝
え
て
き

た
人
々
は
、
「
こ
ん
な
恥
ず
か
し
い

こ
と
は
、
子
や
孫
に
は
伝
え
た
く
な

い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
廃
業
す

》
』
判
九

る
人
が
増
え
、
そ
の
伝
統
は
途
絶
え

て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

ほ

っ
き

そ
う
し
た
な
か
で
、

一
念
発
起
し

た
辻
本
さ
ん
は
、

「箱
廻
し
は
、
社

会
の
マ
肘
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く

違
う
。
藍
の
生
産
農
家
に
心
待
ち
に

さ
れ
、
人
々
に
生
き
る
勇
気
を
与
え

た
誇
り
う
る
伝
統
文
化
だ
」
と
、
生

ま
れ
故
郷
の
国
府
町
で
「
芝
原
生
活

文
化
研
究
所
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

昭
和
町
年
、
地
域
の
生
活
文
化
や

伝
統
芸
能
を
掘
り
起
こ
す
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
平
成
7
年

に
「
復
活
す
る
会
」
を
結
成
。
苦
労

の
末
、

二
年
後
上
演
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。
現
在
、
全
国
公
演
は
、
年
百

回
以
上
に
の
ぼ
り
、
昔
の
最
盛
期
に

迫
る
活
躍
ぶ
り
だ
そ
う
で
す
。

辻
本
さ
ん
は
、
「
文
化
で
差
別
と

た
た
か
う
な
ん
て
、
と
言
わ
れ
る
け

ど
、
今
ま
で
の
差
別
さ
れ
て
当
た
り

前
と
い
う
価
値
観
を
、
も
う

一
度
問

い
直
し
、
お
互
い
に
尊
敬
し
合
え
る

文
化
を
築
い
て
い
き
た
い
。
私
た
ち

の
運
動
は
、
そ
の
た
め
の
運
動
な
ん

で
す
。
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

軽
や
か
な
人
形
の
し
ぐ
さ
を
見
な

が
ら
日
々
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま

れ
育
っ
た
伝
統
芸
能
の
す
ば
ら
し

さ
、
文
化
を
受
け
継
ぐ
こ
と
の
大
切

さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。



南久米公民館と南久米地区コミュ二ティ挺進協議会の主催でい
ちだきのつどいが開催されました。会場となっだ南久米小学校屋
内運動場には約200人の参加者がつどい、婦人会の会員の皆さん
が作ったいちたきを囲みながら地域住民の~流を深めていました。

17 

森山在住の田中混己<ん(大成小学校4年生)が9月12目、東

京で開催された財団法人日本吟剣詩舞振興会主催の平成16年度全

国剣舞詩舞コンク ルの決勝大会で詩舞鈎年の部で3位に入賞し

ました。はじめてわずか数年ですが日頃の練習の成果が実を結び

ました。

鵜感謝祭・鵜小屋建成式

大洲市観光協会とうかい関係者により合年度の鵜飼いの労をね
ぎらう感謝祭と鵜の飼育小屋の落成式が開かれました。さき年度は、
台風などの雨による影響を受け、来場者数は前年度をやや下回る

結果となりました。

b ‘7"'1'1 
被災地視察

加戸守行愛媛県知事が台風16号の被災地を視察しました。大洲市内で
ち久米、阿蔵、東大洲の二線堤なと、の被害が大きかった地域では、自動
車から降り立ち、冠水や被害の状況説明を市職員から聞いていました。

大測の昧を全国へ 1

300~草の俺統~臨し ー ー
会副ω市平~).ンミ三す

， 唱!!I"" で云喜~ .~逼ι... _-ー一一
大洲の秋の昧覚をいっぱいに詰め込んだ「いちたきゅうパック」

の初荷出発式が大洲郵便局で開かれました。出発式には 100箱が

関東や関西地区を中心に発送されました。お歳暮用 (1.000箱限定)

の受付は、 11月12日から12月10日まで。1箱3，500円。
[問い合わせ先】 大洲郵便局324-3830 

やっぱり家がええ!

-面画

第 1回大洲市介護のつどいが大洲市総合福祉センターで参加者

200人を集め、開催されましだ。この会では大洲市と大洲市介護

保険サービス事業所が協力して、高齢者介護の事例など盛り込み

ながら介護する人と介護される人の両方の視点、から在宅介護のあ

り方などを伝えていました。
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保健センタ -ft23-0310

し¥ざし叱。、
1ノ，¥)..V

あなだの健康を
サポートします

実
施
場
所
:
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

【乳
幼
児
健
康
診
査
】

o
u月
2
日
(
火
)
平
成
時
年
6
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

C
日
月
日
日
(
火
)
平
成
同
年
4
月
生
ま
れ

O
H
月
9
日
(
火
)
平
成
日
年
叩
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
l
時
1
午
後
1
時
鉛
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

o
u月
口
日
(
水
)
平
成
時
年
1
月
生
ま
れ

受

付

時

間

午
前
9
時
1
午
前
9
時
初
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

保
健
セ
ン
タ
ー

-旦:盟EE臼:EIl=tiJFJI

11月3日(村松元産婦人科医院 (中村)

fi' 24 -3067 

11月7日(日)石川内科胃腸科 (若宮)

fi' 24 -3306 

11月14日(日)小川整形外科 (三の丸)

fi' 23 -5596 

きどおか外科・青腸科 (長 浜)

fi' 52 -3003 

【栄
養
相
談
】
予
約
制

O
U
月
四
日
(
金
)

相
談
時
間

午
前
叩
時

1
正
午

午
後
1
時

i
午
後
3
時

健
康
手
帳

持
参
口
問4需

カt

人

検

霊会
田ノ

ん

安
婦
人
が
ん
検
診

O
保
健
セ
ン
タ
ー

日
月
日
日
(
木
)
、

日
月
は
日
(
金
)

O
市
民
会
館

日
月
M
日
(水)、

日
月
白
日
(
木
)

※
今
年
度
か
ら
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
の
対
象
者
を
変
更
し
ま
し
た
。

ア
子
宮
が
ん
は
、

加
歳
以
上

イ

乳

が

ん

検

診

の

マ

ン

モ

グ

ラ

フ
ィ

l
は、

羽
歳
以
上

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間

ロ
月
1
日
5
7
日

夜
間
電
話
相
談
と
今
回
新
た
に

H

|

V
迅
速
検
査
(
無
料
・
匿
名
・

当
日
結

果
通
知
)
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
検
査
は
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

実
施
期
間
ロ
月
1
日
(
水
)

時
間

午
後
5
時

i
午
後
8
時

場
所

大
洲
保
健
所
(
田
口
)

g
@
3
1
6
5
 

11月21日 間中 i家内科 (西大洲)

fi' 24一0606

曜日によって救急当番病院は
変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

11月28日(日)大久保内科クリニック(八多喜)
fi' 26 - 1131 

東大洲城戸眼科 (東大洲)

fi' 24一 1010
11月23日附

大
淵
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日

午
前
日
時
1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日

午
後
1
時
1
午
後
3
時

【精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日
午
後

1
時

1
午
後
3
時

【
H
T
L
V
l
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
1
金
曜
日

午
前
9
時

1
午
後
4
時
叩
分

【女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日
午
後
4
時

1
午
後
5
時

【思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木
曜
日
午
前
叩
時

1
午
後
4
時

【ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

午
後
O
時
叩
分
1
午
後
1
時
加
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
ら
せ

日
月
の
献
血
実
施
日
・

場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

mu
③
0
3
1
0
 

市立大洲病院 (西大洲)

fi' 24 -2151 

加戸病院 (若宮)

fi' 24 -5101 

大洲中央病院 (東大洲)

fi' 24 -4551 

大洲記念病院 (徳森)

fi' 25 -2022 

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

内勇三

回審2
oZ4，44

・ロ

. . -ι-什
月
生
涯
学
習
講
座

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲

・
新
谷
旧
記」

講
師
芳
我
一
章
先
生

期
日

日

月
M
日
(
水
)

時
間
午
前
9
時
叩
分
1
午
前
日
時
叩
分

場

所

大

洲

市
立
図
書
館

4
階

リ
サ
イ
ヲ
凡
資
料
を
提
供
し
ま
す

図
書
館
で
は
、
不
用
と
な
っ
た
図
書

を
次
の
と
お
り
市
内
の
公
共
施
設
・
団

体
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
資
料

一
般
図
書
・
児
童
図
書
約
2
0
0
0
冊

実
施
月
日
日
月
目
日
(
日
)

午
前
印
時
1
午
後
4
時

実
施
場
所
図
書
館
4
階

会

議

室

詳
し
く
は
、

図
書
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

8
@
4
4
1
9

円
月
の
新
着
図
書
案
内

絵
本
で
ひ
ろ
が
る
子
ど
も
の
え
が
お

高
山
智
津
子

・
徳
永
満
理
著

お
母
さ
ん
が
安
心
し
て
子
ど
も
に
パ
ソ
コ
ン

を
使
わ
せ
る
本

山
田
あ
ゆ
み
ほ
か
著

紳

父

・

田

中
角
栄
の
熱
い
手

き
ょ
う

田

中

京

著

世
に
も
マ
ニ
ア
な
世
田抑嚇昨日

山
口
由
美
著

こ
と
ば
は
届
く
か
上
野
千
鶴
子
ほ
か
著

青
少
年
白
書

平

成

同
年
版
内
閣
府
編

子
育
て
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
し
1

吉
野
由
美
・
拙
打
雅
彦
著

日
本

の

真

実

大

前

研

一
著

ひ
と
り
で
で
き
る
裁
判

・
訴
持
切
手
続

き

と

書

式

石

井

逸

郎

編

著

18 

I
T
に
殺
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち森

昭

雄

著

科
学
の
最
前
線
で
研
究
者
は
何
を
見
て

い

る

の

か

瀬

名

秀

明

編

は

じ

め

て

の

幼

児

食

加

藤

初
枝
著

伊

予

の

台

所

愛

媛

新

聞

社

大
人
の
た
め
の
ミ
ス
テ

J
川
評
唱

芦
ケ
原
伸
之
著

松

紳

島

田

紳

助

・
松
本
人
志
著

こ
れ
で
身
に
つ
く
山
歩
き

mの
基
本

大
関
義
明
著

全
員
反
対
!
だ
か
ら
売
れ
る

おきぴ

桔
相
判
読
屯
著

織

火

東

直

己
著

鉛

の

バ

ラ

仇

山
健
二
著

ミ
サ
コ
、

三

十

八

歳

群

よ

行

記

著

パ
ン
ド
ラ

・
ア
イ
ラ
ン
ド
大
沢
在
昌
著

秋

の

花

火

篠

田

節

子

著

混

沌

上

・

下

寓

杉

良

著
き

か

と

く

ろ

う

追

憶

の

か

け

ら

貫

井

瓶

榔

著

肉
弾

楼

井

伝

唱

著

約

束

一

泊

掴

依

良

著

ホ
テ
リ
ア
|
上

・
下
李
康
諺
一
輔
訳

大

河

な

日

々

三

谷

幸

喜

著

フ
ァ
イ
ナ
ル

・
カ
ン
ト
リ
ー

J

・
ク
ラ
ム
リ

l
著

男
の
事
情
女
の
事
情

J

-
マ
ク
ガ
ハ
ン
著

大好きなことを
「仕事Jにしよう
中村修二著
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恩
給
欠
格
者

・
引
揚
音
の
皆
さ
ん
へ

次
の
皆
さ
ん
へ
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

請
求
対
象
者

・
旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い

な
い
恩
給
欠
格
者

-
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

き
揚
げ
て
き
た
人

請
求
書
類
は
、
大
洲
市
役
所
高
齢
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。

す
で
に
請
求
し
た
人
は
、
再
度
誇
求

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人

和
祈
念
事
業
特
別
基
金

8
0
1
2
0
・
2
3
4
・
9
3
3

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低

賃
金
」
を
改
正
し
、

叩
月
1
日
よ
り
施

行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、

叩
月
1
日
以
降

分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
は
、

1
日
1
時
間
6
1
2
円
以
上
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

原設備

公 24-3783 
水道庖

ft 26一0265

水道業者の

緊急漏水当番表

田

(有)

西

11月3目。'j<)

問
い
合
わ
せ
先

・
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

包

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
5

.
八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

8
0
8
8
4
・

@

・
1
7
5
0

平

検
察
審
査
会
制
度
のお

知
ら
せ

検
察
審
査
会
制
度
は
、
各
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
、
ひ
ろ
く
民
間

人
の
中
か
ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
日
人

の
検
察
審
査
員
が
検
察
官
の
不
起
訴
処

分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
と
い
う
制

度
で
す
。
あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
、
犯
罪
を

告
訴
、
告
発
し
た
人
で
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
な
い
こ
と
(
裁
判
に
か

け
て
く
れ
な
い
)
に
不
服
の
あ
る
人
は
、

だ
れ
で
も
検
査
審
査
会
に
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
査
の
相
談

・
申
し
立
て
に
つ
い
て

費
用
は
一
切
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守

ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
地
方
裁
判
所
大

洲
支
部
内
大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局

8
@
2
0
3
8
 

和開発
ft 25 -3776 
道工事庖

ft 24 -2583 

サノ設備

ft 24ー 0783
屋住設

ft 24 -2541 

電業宇士
宮 25-2944 
鉄工所

ft 25一0300

大

水

戸

i家

予

山

ア

(有)

(有)

{罪

城

古
手

大

11月6日(土)

11月7日(日)

11月13日比)

個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

個
々
の
労
働
者
と
使
用
者
と
の
聞
の

解
雇
、
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
の
労
働

条
件
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
支

援
す
る
た
め
、
4
月
か
ら
地
方
労
働
委

員
会
が
「
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ

ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
事
業
所
の
労
働
者
個
人
ま
た
は

使
用
者
の
ど
ち
ら
で
も
申
出
が
で
き
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
遠
隔
地
に
つ
い
て

は
現
地
に
よ
る
あ

っ
せ
ん
も
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

費
用

無
料

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
地
方
労
働
委

員
会
事
務
局
審
査
調
整
課
(
県
庁
内
)

8
0
8
9
・9
1
2
・2
9
9
6
(
直
通
)

配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

愛
媛
県
で
は
、
愛
媛
県
婦
人
相
談
所

と
愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
を
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
指
定
し

て
、
夫
や
恋
人
な
ど
、
親
し
い
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
(
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
)
に
つ
い
て
の
相
談
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
一
時
保
護

(
婦
人

設工業鱗1
ft 24 -5161 
道工事庖
ft 24 -3656 

建設 備1
ft 25 -5335 
鉄工所

ft 26一0537

水道設備

包 26一0020
(有)菊地浄化槽センター

ft 24一0013

原設備

ft 24ー 3783
々木鉄工

ft 26一0875

建

水

力日

j甫

イ呆

本

福

星

谷

(有)

久

(有)

松

岡

11月14日間

11月20日(土)

11月21日目l

11月23日(火)

相
談
所
の
み
)
、
各
種
情
報
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

で
悩
ん
で

い
る
人
は
、
ひ
と
り
で
悩
み

を
抱
え
込
ま
な
い
で
、
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
の
厳
守
や
安

全
面
に
も
配
慮
し
て
お
り
、
警
察
と
も

連
携
を
取
っ
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て

相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
婦
人
相
談
所
(
松
山
市
千
舟
町
)

8
0
8
9
・9

4
1・
3
4
9
0

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
松
山

市
山
越
町
)

8
0
8
9
・9
2
6
・
1
6
4
4

夕
暮
れ
時
の

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
運
動

5
点
灯
は
、
巴
浪
日
制
分
前
か
ら

ロ
l
ピ
l
ム
で
3

年
末
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
す

る
時
期
で
す
。
早
め
に
自
動
車
の
ラ
イ

ト
点
灯
に
心
が
け
、
自
動
車
の
存
在
を

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
な
ど
に
い

ち
早
く
知
ら
せ
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

期
間

現
在
ー
は
月
白
日
(
金
)
ま
で

nu 
nu 

r
D
 

η
L
 

g
 

サノ設備

公 24一0783
水道庖

ft 24 -4410 

水道設備

をま 24-2216 
水道庖
ft 26 -0265 

平
成
ぬ
年
第
刀
回
国
民
体
育
大
会

愛
媛
県
開
催
内
匂
定

去
る
7
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本

体
育
協
会
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
却

年
第

η
回
国
民
体
育
大
会
の
愛
媛
県
開

催
の
内
々
定
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
で
の
国
民
体
育
大
会
の
開
催

は
、
昭
和
お
年
の
四
国
国
体
以
来

M
年

ぶ
り
で
、

初
の
単
独
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
次
の
理
念
に
か
な
う
国
体
と

な
る
よ
う
準
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
愛
媛
国
体
の
理
念
〉

O
県
出
身
の
「
手
づ
く
り
選
手
」
が
大

活
躍
し
、
「
手
づ
く
り
ス
タ
ッ
フ
」
が

支
え
る
「
手
づ
く
り
の
国
体
」

O
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
(
す
る
・
見
る
・

支
え
る
)
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
「
実

に
な
る
国
体
」

O
既
存
の
施
設
を
最
大
限
に
活
用
す
る

な
ど
、
簡
素
化
に
努
め
る
「
身
の
丈

に
あ
っ
た
国
体
」

O
全
国
か
ら
の
参
加
者
と
県
民
が
民
泊

な
ど
に
よ
り
交
流
を
深
め
る
「
ふ
れ

あ
い
国
体
」

O
愛
媛
の
自
然
や
文
化
な
ど
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
す
る
「
愛
媛
ら
し
さ
あ

ふ
れ
る
国
体
」

「
!
白
目
白
・
固
，
t'E''t

-

表
紙
の
写
真
は
、
9
月
日
目
、
肱

一

川
橋
下
流
河
原
で
開
催
さ
れ
た
「
大

白

洲
の
的
・
遠
的
大
会
」
の
模
様
で
す
。

』

今
回
は
じ
め
て
弓
道
の
試
合
を
取
材

一

し
た
の
で
す
が
、
試
合
は
、
約
印
メ

l

E

ト
ル
先
の
川
面
に
浮
か
ぶ
扇
の
的
を

一

狙
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
会
場
に

-

い
る
全
て
の
人
が
息
を
の
む
、
緊
張

一

の
連
続
で
し
た
。
普
段
の
生
活
で
は

-

体
験
で
き
な
い
緊
迫
感
を
体
験
し
ま

恥

し

た

。

。

の

佐

藤

~\ 

国

ア

(有)

(有)

師事)

佐

西

11月27日(土)

11月28日旧)

汲取り受付センター

19 



暮らしに役立つ情報をお届けしています

大洲市公式ホームページ http://www.city.ozu.ehime.jp/ 

相
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吾火
田沢

、・・d・
‘ー と 案 内

相談内容 日 時な ど 湯所など 問 い合わせ先

人 権 相 談 11月15日(月)/午前10時~正午 菅田公民館
急 ぐときは法務局 B24-4155 

(法務省) 11月19日(金)/午前10時~正午 市役所 3階会議室

人権擁護委 員による 毎週月・水 ・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 B24-4155 

無 事ヰ 相 談 (休日を除く)午前9時~午後4時 人権相談室

行 政 相 談
11月20日出/午前10時~午後4時 市民会館

急ぐときは B24-5072(山本)

(総務省) 告 24-4294(辻)

市民法律相談 11月20日出/午前10時~午後4時 市民会館
※予約が必要。総務課行政係

B24-2111 内線328

社会保険相談 11月8 日 l間羽//午午前前 1 0時~午午後後3時30分 大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

11月24日 10時 3時30分 B089-925-5105 

不 動 産 無料相談 11月15日間/午前 9時~午後4時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 B24-4452 

遺お一霊般律相談
持毎~週月・水曜日

大洲市総合

相心配ご談と 時相相間談談) 

週火 ・木曜日 受付は総合福祉センター 1階
毎時週金曜 日 福祉センター

聞はいずれも午前10時 ~正 (相談室直通)
社会福祉協議会窓口まで

午祝、午後年 1時~午後 4時 B23-5629 
B23-0313 

日 ・ 末年始を除く

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 B24-2111 内線169
祝日・年末年始を除く

人 権・同和問題に 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 大洲隣保館 B24-6100 
関する何でも相談 祝日・年末年始を除く 大洲福祉会館 B25-0947 

青少年相談室
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

青少年センター B24-7830 
祝日・年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話 月~木曜日/午前9時~午後4時 国立大洲青年の家 B24-1414 
祝日・年末年始を除く

参加チーム募集

第44回大洲市駅伝大会

日 時 12月4日(土)

0開会式午後O時50分市庁舎玄関前

Oスタート 午後 l時30分市庁舎駐車場前

コース 市内一円(ゴール:市民会館)

( 詳しくは、大会事務局までお問

い合わせください。

参加資格 学生…各学校単位

(同一校の複数チーム参加も可)

一般…市内に居住・勤務する人

競技部門 中学生男子の部/中学生女子の

部/高校1部/高校2部/高校・

一般女子の部/一般男子の部

申し込み期日 チーム登録…11月18日(木)

選手名簿 …11月25日(木)

申し込み ・問い合わせ先

教育委員会内大洲市体育協会事務局

B 24 - 2111 内線 532

B 24 - 1734 (直通)

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

大洲市内の交通事故
今月の納税は

市民の動き

平成16年 9月30日現在

国民健康保険税4期
人 口 38，998人(-19) 出生 27人(-5) 

男 18，636人(-9) 死亡 29人 (-3)

女 20，362人(一10)
納期限は 11月 30日です

世帯数 14，926世帯 (+1) ( )内は対前月比

9月末現在 昨年同期

件 数 209 200 

負傷者 276 255 

死 者 2 3 


	A4ページ分け20p用

